
令和７年度 教育事業実施報告                                         

国立沖縄青少年交流の家                               

                        

１ 教育事業名  「わくわく自然体験 in とかしき」（ボランティア自主企画支援プロジェクト） 

２ ね  ら  い  法人ボランティアが自主企画事業を実施するにあたり、ボランティア・コーディネータ

ーがその企画立案から指導・ 助言に携わるとともに、作成された計画書等をもとに事業

実施のための予算を配分する等の支援を行うことで、法人ボランティアが学びと活動の

循環をしながら 成長していくための一助となることを目的とする。 

３ 期 日  令和７年 11 月 29 日（土）～11 月 30 日（日） 1 泊 2 日 

４ 場 所  国立沖縄青少年交流の家（本館、海洋研修場） 

５ 募集 定 員  小学５、６年生と中学生（２５名程度） 

６ 参 加 人 数  19 名 

７ 参加者内訳  小学生 13 名、中学生６名  計 19 名 

                      

８ プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
９ 事業の様子  

 

Ⅶ 活動の様子                                                                  

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

＜プログラム詳細＞

　①渡嘉敷の素材を使って表現

　②薪の火で炊事に挑戦

　③夜のビーチで語り合い
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＜プログラム詳細＞

　④渡嘉敷の海の生物を観察

　⑤数珠玉とビーズを使ったクラフト
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10 参加者の声（アンケートより） 

・ポールをつなげたり、シートを広げたりするのが大変だったけど、班の仲間と協力することでうまく

作ることができた。（テント設営） 

・サンゴが倒れたりはずれたりしたけど、世界に１つしかないオリジナルのランプを作ることできて

楽しかったです。（チャレンジアート） 

 ・班で役割分担をして、効率よくおいしいカレーを作ることができてよかったです。（野外炊飯） 

・好きなことや趣味について語り合うことができみんなとののなかを深めることができたのでよかっ

たです。（ボンファイヤー） 

・ウミガメやイカなど普段みれない生き物がたくさんおり、貴重な体験だった。（スノーケリング） 

・自分の考えをアクセサリーにすることはとても楽しかったけれど、もうすこしビーズの種類があっ

たほうがいいと思う。（数珠玉アクセサリー作成） 

 

ボランティアの声 

・自然に触れるような体験が多くてよかった。 

 ・テントの立て方を工夫しているところや助け合っていることがよかった。 

 ・事前の材料集めの時間が足りなさそうだった。 

 ・簡単に作りやすくて材料もいろいろなものがあってよかった。 

・オリジナル性やいろいろなアイディアが見られてよかった。 

 ・お互い役割分担をしたり工夫を伝えあったりして、自分の得意を進んで皆のために取り組んでいて 

よかった。 

 ・安全管理もきちんとできていてよかった。 

 ・子供たちが助け合うということをできるようになるにはどういう声かけがいいのか考えた。 

 

11 担当者所見 

（１） 成果 

・昨年自主企画事業を経験した 1 名に新しく 2 名のメンバーが加わり、昨年の反省をいかしながら、

協力して取り組むことができた。 

・泊港での受付担当を設けたことで参加者の管理や進行がスムーズに行えた。 

・事業前に、渡嘉敷島にて当日の準備などの確認を行ったことが本番のスムーズな進行につながった。 

・渡嘉敷島の自然を満喫し、参加者同士の絆を深めるといったテーマ設定により各プログラムにつな 

がりが生まれた。 

・前年度の親子対象の事業から小中学生対象の事業からに切り替えたことで各プログラムを通して参 

加者同士の関わりが生まれる場面を多く見ることができた。 

・ゆとりをもった日程を作成することで、じっくりプログラムに参加することができた。 

・日程が進むにつれ、ボランティア同士が自ら話し合いを持ち進行していく場面が増えた。 

（２）課題 

・更なる円滑なミーティング方法の検討は必要である。※ボランティアとの日程調整や Web 会議以外

のミーティングができれば更によいと感じた。 

 ・事業実施における準備・活動時間の確保ができると更によいと感じた。 
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